
輝 き  ふ れ あ い 　 安 ら ぎ の 都 市
ま ち

7 /15
No.881

平 成 2 0 年

動物愛護推進フェア（10ページに関連記事）



　

便
利
だ
か
ら
と
レ
ジ
袋
を
使
い
続
け
た

結
果
、現
在
、日
本
国
内
で
消
費
さ
れ
て
い

る
レ
ジ
袋
は
年
間
約
３
０
０
億
枚
、一
人

あ
た
り
約
２
５
０
枚
に
も
及
び
ま
す
。

　

ま
た
、レ
ジ
袋
を
燃
や
す
と
、地
球
温
暖

化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

が
排
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
は
、ど
う
す
れ
ば
レ
ジ
袋
の
使
用
量

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

方
法
の
一
つ
が｢

マ
イ
バ
ッ
グ（
エ
コ

バ
ッ
グ
）｣

の
使
用
で
す
。常
に
、か
ば
ん
や

車
な
ど
に
お
気
に
入
り
の
マ
イ
バ
ッ
グ
を

準
備
し
て
お
け
ば
、買
い
物
の
際
に
レ
ジ

袋
を
受
け
取
ら
ず
に
済
み
ま
す
。

　

ま
た
、マ
イ
バ
ッ
グ
を
忘
れ
た
場
合
で

も
、買
っ
た
物
が
少
な
い
場
合
は
シ
ー
ル

を
貼
っ
て
も
ら
う
な
ど
、レ
ジ
袋
を
受
け

取
ら
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
で
は
、レ
ジ
袋
を
断
る
こ
と
で
割

引
や
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
す
る
店
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。マ
イ
バ
ッ
グ
を
積
極
的
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

箸
は
、日
本
人
の
食
生
活
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。コ
ン
ビ
ニ
や
外
食
産
業
を
中
心

に
使
わ
れ
て
い
る
割
り
箸
は
、日
本
国
内

で
年
間
約
２
５
０
億
膳
、一
人
あ
た
り
約

２
０
０
膳
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
割
り
箸
の
一
部
に
は
国
産
の

間
伐
材（
木
の
育
成
の
た
め
に
間
引
か
れ

た
木
）な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、ほ
と

ん
ど
は
中
国
や
シ
ベ
リ
ア
の
原
生
林
が
原

料
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、環
境
破
壊
の

一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

割
り
箸
の
使
用
量
を
減
ら
す
最
も
簡
単

な
方
法
は｢

マ
イ
箸｣

の
使
用
で
す
。箸

自
体
、軽
く
て
、場
所
を
取
ら
ず
、洗
え
ば

何
度
で
も
使
え
ま
す
。環
境
に
貢
献
し
て

い
る
と
思
い
な
が
ら
マ
イ
箸
を
使
う
こ
と

で
、食
事
も
一
層
お
い
し
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

併
せ
て
、使
い
捨
て
の
ス
ト
ロ
ー
や
ス

プ
ー
ン
も
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▲マイバッグや風呂敷を使ってレジ袋の削減

　スーパーマーケットやコンビニエン
スストア、ファストフード店などが広
まり、世の中は便利になりました。しか
し、一方で、レジ袋やペットボトル、弁
当やカップめんなどの使い捨て容器が
急速に広まるなど、大量のごみを生み
出す結果となりました。
　「リサイクルをすればいいのでは」と
いう考えもありますが、分別の手間が増
え、費用もかかります。収集運搬や再生の際
にはエネルギーも必要になり、新たな環境負荷も
発生してしまいます。
　根本的な解決法は、ごみを出さない ( ＝リデュース ( ごみの発生
を抑制する )) ことです。
　日常生活をちょっと見直すだけで、ごみは意外に減らすことができるものです。
　今日から、あなたも、ごみを出さない環境にやさしい生活を送ってみませんか。

いう考えもありますが、分別の手間が増
え、費用もかかります。収集運搬や再生の際
にはエネルギーも必要になり、新たな環境負荷も

　根本的な解決法は、ごみを出さない ( ＝リデュース ( ごみの発生

マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物

マ
イ
箸は
し
で
食
事
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問い合わせ先　ごみ減量推進課
1（584）1111　5（584）1147

う
際
は
、値
段
だ
け
で
は
な
く
、丈
夫
で
長

持
ち
す
る
商
品
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、壊
れ
た
り
故
障
し
た
り
し
た
場

合
で
も
、修
理
し
て
大
切
に
使
う
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

詰
替
商
品
が
手
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。購
入
の
際
は
、使
い
捨
て
商
品
よ
り
詰

め
替
え
対
応
の
商
品
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

商
品
を
選
ぶ
際
は
、で
き
る
だ
け
、ご
み

と
な
る
包
装
の
少
な
い
物
を
選
び
ま
し
ょ

う
。ま
た
、不
要
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
は
断

り
ま
し
ょ
う
。

　

本
を
購
入
す
る
際
も
、読
み
終
え
た
ら

不
要
に
な
る
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
は
断
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

物
を
大
事
に
し
て
長
く
使
い
続
け
る
こ

と
は
、ご
み
の
削
減
に
有
効
で
す
。物
を
買

量
だ
け
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。決
し

て
、大
安
売
り
や
大
袋
入
り
に
惑
わ
さ
れ

な
い
こ
と
。そ
う
す
れ
ば
、む
だ
が
出
な
い

だ
け
で
な
く
、家
計
に
も
や
さ
し
く
な
る

は
ず
で
す
。

　

ま
た
、調
理
の
際
も｢

野
菜
の
皮
は
む

か
ず
に
丸
ご
と
料
理｣｢

皮
や
芯
、
根
物

の
葉
な
ど
は
、
き
ん
ぴ
ら
や
ス
ー
プ
な
ど

に
利
用｣｢

小
魚
は
骨
ま
で
食
べ
る｣

な

ど
の
工
夫
を
す
れ
ば
、健
康
に
も
良
く
、確

実
に
生
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

一
石
二
鳥
で
す
。

　

ち
な
み
に
、食
料
自
給
率
約
40
％
の
日

本
で
す
が
、
捨
て
ら
れ
る
食
品
ご
み
の
量

は
年
間
約
２
，
２
０
０
万
ｔ
（
家
庭
１
，

２
０
０
万
ｔ
・
小
売
業
飲
食
店
６
０
０
万

ｔ
・
食
品
製
造
業
４
０
０
万
ｔ
）。
一
人

あ
た
り
で
は
年
間
約
１
８
３
㎏
、
１
日
あ

た
り
で
は
約
５
０
０
ｇ
に
も
な
り
ま
す
。

も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。

　

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
、中
身
を
使
い
切
る

た
び
に
毎
回
容
器
を
捨
て
て
い
た
ら
、ご

み
処
理
も
大
変
で
す
。

　

最
近
は
、シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
の

　

軽
く
て
丈
夫
で
便
利
な
た
め
、つ
い
つ

い
買
っ
て
し
ま
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
す

が
、年
間
販
売
量
は
54
万
４
，
０
０
０
ｔ

で
、
５
０
０
㎖
容
器（
28
ｇ
）で
換
算
す
る

と
約
２
０
０
億
本
に
も
達
し
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
率
は
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
も
の
の
、技
術
面
や
衛
生
面

の
問
題
な
ど
か
ら
、再
び
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
し
て
再
生
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。結
局
、新
し
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
作
る
た
め
に
大
量
の
石
油
が
使
わ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

の
ど
の
渇
き
を
潤
す
な
ら｢
水
筒｣

を

利
用
す
る
の
が
一
番
で
す
。長
時
間
保
温
・

保
冷
で
き
る
便
利
な
水
筒
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
何
度
も
繰
り
返
し
使
え
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
よ
う
に
ご
み
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
の
家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
の

約
36
％
を
生
ご
み
が
占
め
て
い
ま
す
。こ

の
生
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

燃
え
る
ご
み
は
大
幅
に
削
減
で
き
ま
す
。

　

生
ご
み
を
減
ら
す
方
法
と
し
て
は
、た

い
肥
化(

リ
サ
イ
ク
ル)

す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。し
か
し
、｢

食
材
を
買
い
す
ぎ
た
」

「
作
り
す
ぎ
た｣

な
ど
の
理
由
で
食
べ
残

し
が
出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、ま
ず
は
こ
れ

を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

買
い
物
時
は
、必
要
な
食
材
を
必
要
な

　ごみを出さない取り組みを紹介しました
が、このほかにもいろんなアイデアや方法が
たくさんあると思います。
　皆さんも家庭や職場などで無理なく始め
られる取り組みを実践し、｢リデュース ｣の
輪を広げていきましょう。

食
べ
残
し
を
な
く
す

水
筒
で
水
分
補
給

詰
替
商
品
を
利
用
す
る

簡
易
な
包
装
の
商
品
を
選
ぶ

物
を
大
切
に
使
う
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10月から

医療費支給制度が変わります
　10月1日から、「乳幼児医療」「障害者医療」「母子家庭等医療」
の医療費支給制度が変わります。
　これは、それぞれの制度の充実や公平な自己負担制度の導入、
そして限られた財源の中でのバランスの取れた制度を実現する
ためのものです。
　改正される内容についてお知らせします。

乳幼児医療

障害者医療

母子家庭等医療

※ 1：療育手帳のＡ判定　※ 2：療育手帳のＢ判定　※ 3：市民税非課税世帯の人

改正内容

改正内容

改正内容

※ 4：一人暮らしの寡婦に対
　　　する経過措置表

　今後の手続きなどについては、随時、市報などでお知らせします。
　また、現在、各医療制度の医療証を持っている人には、個別に通知します。

○制度名を変更

○精神障害者（精神手帳

1級）を新たに対象者

に追加

○所得制限を導入

○自己負担額を定額制に

変更し、65歳以上にも

適用

○通院の際の支給対象年

齢を引き上げ

○3歳以上に所得制限を

導入（平成21年4月1

日から適用）

○3歳以上の自己負担額

を定額制に変更

現行 改正後

制度名 母子家庭等医療費支給
制度 ひとり親家庭等医療費支給制度

対象者

▷母子家庭・養育者家
庭（児童は 3 歳から
18 歳の年度末まで）

▷一人暮らしの寡婦

母子家庭・父子家庭・養育者家庭 
（義務教育就学後から 18 歳の年度
末まで）
※一人暮らしの寡婦には、段階的な廃止
経過措置※ 4 があります。

所得制限 児童扶養手当制度に準拠 児童扶養手当制度に準拠

自己
負担額

初診料、往診料の自己
負担分相当額

▷通院　月額800円（上限）
▷入院　日額500円（月7日限度）
※いずれも 1 医療機関ごと

○制度名を変更

○児童の対象年齢の下限

を引き上げ、父子家庭

を新たに対象者に追加

○一人暮らしの寡婦への

支給を段階的に廃止

○自己負担額を定額制に

変更

現行 改正後
制度名 重度心身障害者医療費助成制度 重度障害者医療費支給制度

対象者

▷身体障害者（身体障害者手帳 1 級・ 
2 級）

▷知的障害者（IQ35 以下※ 1）
▷重複障害者（身体障害者手帳 3 級か

つ IQ50 以下※ 2）

▷身体障害者（身体障害者手帳 1 級、2 級）
▷知的障害者（IQ35 以下）
▷重複障害者（身体障害者手帳 3 級かつ IQ50 以下）
▷精神障害者（精神手帳1級）
　※ただし、精神病床入院に係る費用は支給対象外

所得制限 なし 特別障害者手当制度に準拠

自己
負担額

▷ 65 歳未満　初診料、往診料の自己負
担分相当額

▷ 65 歳以上　なし

▷通院　月額500円（上限）
▷入院　
　【一般】日額500円（月20日限度）
　【低所得者※ 3】日額300円（月20日限度）
※いずれも 1 医療機関ごと

現行 改正後

対象者 ▷通院　5 歳未満
▷入院　義務教育就学前

▷通院　義務教育就学前
▷入院　義務教育就学前

所得制限 なし
▷ 3 歳未満　なし
▷3歳以上　児童手当制度（本則給付・特例給付）に準拠
※ただし、平成 21 年 4 月 1 日から適用

自己
負担額

▷ 3 歳未満　なし
▷ 3 歳以上　初診料、往診料

の自己負担分相当額

▷ 3 歳未満　なし
▷3歳以上　
　【通院】月額600円（上限）
　【入院】日額500円（月7日限度）
　※いずれも 1 医療機関ごと

自己負担上限（月額）
平成20年 10月 1日
　〜21年 9月 30日
▷通院　1,000 円
▷入院　1 万 2,000 円
平成21年 10月 1日
　〜22年 9月 30日
▷通院　2,000 円
▷入院　2 万 4,000 円

平成22年 10月 1日〜
経過措置終了

問い合わせ先
国保年金課医療担当

☎（584）1111
5（584）1141



●●●●●

出前トーク 「市長と語る」
　井上市長が各地区公民館に出向いて、市民の皆さんと意見交換しま
す。気軽に参加してください。
日程・場所
▷8月5日㈫　若葉台西公民館　▷8月7日㈭　下白水北公民館
▷8月26日㈫　下白水南公民館　▷8月27日㈬　白水ヶ丘公民館
▷8月28日㈭　泉公民館
時間　午後７時～8時30分
問い合わせ先　行政管理課行政管理担当

1（584）1111　5（584）1145

８月の日程

７月は提出月です

障害基礎年金所得状況届（現況届）
　20歳前からの障害で障害基礎年金を受けている人
や、福祉年金から移行して障害基礎年金を受けている人
は、７月に所得状況届の提出が必要です。
　所得状況届は、年金を引き続き受けられるかどうかを
確認するための大切な届出です。社会保険事務所から自
宅に送られますので、必要事項を記入して提出してくだ
さい。診断書が同封されている場合は、医師に診断書を
書いてもらってください。
提出期限　7月31日㈭
※　年金を受け始めて1年以内の人は、提出の必要はあ
りません。
○もしものときの「障害基礎年金」
　障害基礎年金とは、国民年金加入中などに、病気や
ケガで障害を負ったときや、20歳前に障害の状態に
なったときに支給される年金です。
　障害基礎年金の受給要件
　①初診日の要件　次のいずれかに該当すること　
▷国民年金の加入期間中に初診日がある　　
▷以前に被保険者であった人で、日本に住所があ
り、60歳以上65歳未満の期間に初診日がある

　　▷20歳前に初診日がある
②保険料の納付要件　初診日のある月の前々月まで
の被保険者期間のうち、保険料を納めた期間（免除・
猶予・学生納付特例期間を含む）が3分の2以上ある
ことが必要

※　初診日のある月の前々月までの1年間に保険料
の滞納がなければ、3分の2以上の要件を満たして
いなくても構いません。
　なお、20歳前に初診日がある場合は、納付要件は
ありませんが、本人の所得によって年金の支給額が
制限されます。
③障害の状態の要件　障害認定日、または障害認定日
以降65歳になるまでに、政令で定められている障
害等級の1級または2級の障害の状態になっている
こと（身体障害者手帳の等級とは異なります）
※　障害認定日とは、障害等級を判定する基準日のこ
とです。初診日から1年6カ月を経過した日、または
その期間内に症状が固定した日を指します。
障害基礎年金の額（年間）
▷1級　99万100円
▷2級　79万2,100円
※　障害基礎年金を受けるようになったとき、その人
に生計を維持されている18歳未満（18歳到達年度
の末日まで）の子、または20歳未満で障害の状態に
ある子がいる場合は次の額が加算されます。
子の加算額（年間）
▷一人目・二人目　一人につき22万7,900円
▷三人目以降　一人につき7万5,900円

現況届提出・問い合わせ先　国保年金課年金担当

　　1（584）1111　5（584）1141
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市職員を募集します

平成20年度春日市職員採用試験
　春日市職員の採用試験を行います。
試験区分・採用予定人数・受験資格
○一般事務Ａ（大学卒業程度）　9人
　昭和57年4月2日～昭和63年4月1日に生まれた人
○一般事務Ｂ（高校卒業程度）　1人
　昭和63年4月2日～平成3年4月1日に生まれた人
○保健師（短大卒業程度）　1人
昭和57年4月2日以降に生まれた人で保健師及び看護
師の資格を有する人、または平成21年3月31日まで
にこれらの資格取得が見込まれる人（資格が取得され
なかった場合は採用不可）
第１次試験日  9月21日㈰
試験会場　福岡経済大学（太宰府市五

ごじょう

条3-11-25・旧第
一経済大学）

受付期間  8月1日㈮～11日㈪の平日
※　郵送の場合は、８月11日㈪の消印有効です。
受付時間　午前8時30分～午後5時
申込方法  申込書に必要事項を記入し、直接窓口または
郵送で提出する

※　申込書は市役所５階総務課にあります。また、郵便
での請求や、市ホームページからの印刷もできます。

　なお、郵便請求の場合は、あて先を明記した返信用
封筒（角形2号・表に「申込書請求」と朱書きし、140円
切手をはる）を同封してください。
申込・問い合わせ先  総務課人事担当（〒816-8501春
日市役所）

　1（584）1111　5（584）1145
　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

児童センター

指定管理者を募集
　平成21年4月から、光町児童センター、毛勝児童セン
ター、（仮称）西地区児童センターを指定管理者（管理運
営をする法人その他の団体）により運営します。
　この指定管理者を募集します。
概要
○光町児童センター
　所在地　光町2丁目180番地4
　年間利用者数　2万4,754人（平成19年度延べ人数）
○毛勝児童センター
　所在地　大土居1丁目38番地
　年間利用者数　2万6,100人（平成19年度延べ人数）
○（仮称）西地区児童センター

　所在地　天神山1丁目213番地
※　平成21年4月開館予定です。
募集要項配布時期・場所　7月16日㈬～8月5日㈫
▷須玖児童センター（須玖南2-120すくすくプラザ内）
▷行政管理課（市役所5階）
説明会期日・場所　8月6日㈬　市役所4階407会議室
※　募集要項別紙の申込書での申し込みが必要です。
応募方法　8月22日㈮～9月2日㈫に、申請書類を直接
窓口に提出する（郵送不可）

応募・問い合わせ先　子育て支援課児童担当（須玖児童
センター）

1（573）2431　5（584）7739
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この道　あの道　どんな道

市内道路の愛称

住宅・土地統計調査

調査員を募集します
　10月1日に行う「平成20年度住宅・土地統計調査」の
調査員を募集します。
　業務内容は、受け持ち区域内の調査対象世帯へ訪問し
て調査票の配布・回収を行ったり、回収した調査票の記
入漏れなどをチェックして、市に提出したりすることな
どです。
対象　次のすべてに該当する人
▷20歳～75歳で、税務・警察・選挙に直接関係のない人
▷調査に関する秘密の保護を厳守できる人

業務期間　８月下旬～10月中旬（予定）
報酬　４万5,000円～５万円程度（予定）
募集人数　15人程度
応募方法　７月25日㈮午後5時までに、窓口で「統計調
査員希望者登録カード」に記入・提出する

※　採用可否については、8月6日㈬までに、郵便でお知
らせします。
応募・問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当

　1（584）1111　5（584）1153

各道路の愛称

　市内の道路は、皆さんに愛される道路を目指して、平
成10年に一般公募により愛称が付けられました。
　皆さんの家の近くにはどんな愛称の道路が通ってい
るか知っていますか。ぜひ確認してみてください。

問い合わせ先　道路防災課道路管理担当　　

1（584）1111　5（584）1143

①すくすく通り
②春日横断通り
③いきいき通り
④ふれあい通り
⑤春日中央通り
⑥春日南通り
⑦春日の杜通り
⑧あんどん通り
⑨春日大通り
⑩すぽーつ通り
⑪なぎの木通り
⑫いけいけ通り
⑬春日西通り
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●●●●●

アンケート調査実施
　コミュニティバス「やよい」について、市民の皆
さんの意向を調査し、より多くの人に利用してい
ただけるよう、改善策などを検討するためのアン
ケート調査を行います。
　対象者には7月中旬に調査票を郵送しますの
で、ご協力をお願いします。
対象　無作為で抽出した18歳以上の市民
（3,000人）

回答方法　8月6日㈬
までに、調査票を
返送する

問い合わせ先　都市
計画課計画担当

　　1（584）1111

　　5（584）1143

コミュニティバス「やよい」 ●●●●●

市民健康診査
　「平成20年度市民健康診査のご案内」を、対象者
に送付していますが、その中で、集団健診の「大腸が
ん検診」の説明が不足していましたのでお知らせし
ます。
大腸がん検診補足説明
　この検査は、専用容器（申込者には事前に送付）で
2日分の便をとり、便潜血の有無を調べるものです。
▷便は、生理中や痔などで出血しているときを避け
てとってください。
▷血縁者に大腸がんになった人がいたり、半年以内
に血便があったりした人、または以前に大腸ポ
リープがあると診断された人は、直接、病医院で
の精密検査をお勧めします。
▷検診受診日の4日前以降にとってください。
問い合わせ先　健康課

　　1（501）1134　5（501）0051

大腸がん検診の補足説明

病院へ返しましょう

在宅医療廃棄物
　在宅医療などに伴う廃棄物のうち、注射針や点滴針な
どの鋭利な物は、二次感染を防ぐために、処方を受けた
病医院へ返して処理してもらいましょう。
　ビニールバッグ類やチューブ、カテーテルなどの鋭利

でない物は、家庭系「燃えるごみ」として処理してくださ
い。
問い合わせ先　ごみ減量推進課

　　1（584）1111　5（584）1147

７月下旬に送ります

高齢受給者証
　春日市の国民健康保険加入者で70歳以上の人には、
後期高齢者医療制度の適用を受けるまでの間、国民健康
保険高齢受給者証を交付します。
　高齢受給者証を持っている人は、病院で診療を受けた
ときの自己負担割合が1割（本人および同一世帯にいる
70歳～74歳の国保被保険者に住民税課税所得が145万

円以上ある場合は3割）になります。
　8月1日から使っていただく高齢受給者証を7月下旬
に郵送します。現在使用中の高齢受給者証は7月31日を
過ぎると使えなくなりますので注意してください。
問い合わせ先　国保年金課国保担当

　　1（584）1111　5（584）1141
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土に親しみませんか

市民農園利用者募集
　市内に居住し、自分で農作業のできる世帯を対象に、
新規開園する市民農園の利用者を募集します。
　なお、現在ほかの市民農園を利用している人は応募で
きません。
場所・募集区画数（申込多数の場合抽選）
▷須玖南（須玖南6-119）・約60区画
▷若葉台西（若葉台西7-26)・約38区画
※　区画分けは8月以降になります。
利用面積　１区画約30㎡
利用期間　9月1日～平成21年3月末
※　利用期間満期以降、1年を単位に平成25年3月末ま

で延長できます。
利用料金　初年度のみ2,500円（以後1年につき5,000
円）

申込方法　8月4日㈪（必着）までに、往復ハガキの往信
面に希望する農園地区名（1箇所のみ）、住所、氏名、
電話番号を記入して送る（1世帯1枚まで）

※　返信面には表・裏ともに何も書かないでください。
　抽選結果については、ハガキで通知し、抽選から漏
れた人は、補欠者として平成21年度の間登録します。
申込・問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当

　1（584）1111　5（584）1153

　

●●●●●

「ついで隊」を募集
　「ついで隊」は、筑紫野警察署管内で平成16年
度から始まった個人防犯ボランティアパトロー
ル隊です。登録制で、車のライトなどに反射して
光る腕章またはワッペンをつけて、散歩や買い
物のついでに地域の安全を見守っています。
　登録は随時受け付けていますので、ぜひ登録
してください。
登録費　無料
※　ワッペンを希望する人は200円の実費が必
要です（腕章は春日市防犯組合連合会の補助
により無料）。
登録方法　市役所4階地域づくり課の窓口か最
寄りの公民館で直接申し込む

※　ついで隊の活動について、規約をつくりま
した。
　　詳しくは、ホームページ「筑紫地区安全安心
まちづくりネットワーク（ http://chikushi-
anan.com）」を見てください。
問い合わせ先　地域づくり課地域づくり担当

　　1（584）1117　5（584）1141
　　 anzen@city.kasuga.fukuoka.jp

ボランティアパトロール隊
　

●●●●●

歴代上位入賞作品展示会
　8月1日からの作品募集に合わせ、過去16回の上位
入賞作品を展示します。
　作品には、子どもたちの素直な思いや感性があふれ
ており、私たちの心にあたたかいメッセージを残して
くれます。ぜひご覧ください。
展示作品　第１回～第16回の上位入賞作品87点
展示場所　ふれあい文化センター新館1階ふれあいプ
ラザ（大谷6-24）

展示期間　7月19日㈯～8月31日㈰（月曜日休館）
※　3期に分けて展示します。
問い合わせ先　社会教育課

　　1（575）4121　5（593）7380

弥生の里児童画大賞展
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▼全国大会での健闘を祈る市長と、固く
握手する3人（左から白石さん、水落さ
ん、瀬戸さん）

　5月28日に福津市で行われた「福岡県消防救助技術大会」で、春

日・大野城・那珂川消防組合消防本部から出場した3人の隊員（瀬
せ と

戸

吾
ご ろ う

朗さん、水
みずおち

落亮
りょうた

太さん、白
しらいし

石賀
よしひさ

久さん）が2種目で優勝し、8月29

日に北九州市で行われる全国大会への出場を決めました。

　日ごろの訓練成果を披露し、安全かつ確実な救助技術の確立など

を目的として行われているこの大会。今回の優勝は、同消防本部設

立以来の快挙となりました。

　3人は4月から、毎日3時間ほどの強化訓練を実施。訓練を通して

自信をつけることができたそうですが、いざ本番となると、1秒を争

う競技に緊張する場面も。それでもお互いに「いつも通り」と声を掛

け合いながら緊張を和らげ、実力を発揮できたそうです。

　「全国大会までさらに厳しい訓練を行い、全国1位を目指すと同時

に、身に付けた技術を日々の消防業務に生かすことで、地域住民の

皆さんの期待に応えたいです」と、力強く意気込みを語る3人からは

頼もしさが感じられました。

消 春日・大野城・那珂川消防組合消防本部から3隊員が全国大会へ

防救助技術大会で優勝

　6月8日、市役所駐車場で春のガレージセール（春日市

生活環境組合連合会主催）が行われました。

　家庭に眠る不用品をほかの人に譲ることで、無駄なご

みを減らすことを目的に、毎年春と秋に1回ずつ開催し

ているこの取り組み。134組が出店する中、市内・外から

たくさんの人が訪れ、にぎわいました。

　また、当日は市役所ロビーで動物愛護推進フェアも同

時開催。訪れた人たちに、犬やネコを飼う際に気をつけ

てほしいことを、紙芝居やビデオ上映、パネル展示などを

通して訴えました。

春
動物愛護推進フェアも開催

のガレージセール
　6月14日に行われた「福岡県剣道道場連盟少年

少女大会」の中学生男子・個人の部で北村崇さん（中

学3年生）が3位という好成績を収め、福岡県代表と

して全国大会に出場することになりました。

　幼稚園年長から剣道を始めた北村さん。現在は道

場で週3回、学校の部活で週2回の稽古に励んでい

ます。全国大会出場を決めた直後は「あまり実感が

沸かなかった」という北村さんですが、家族や友達

からの祝福を受け、「優勝するつもりで頑張りたいで

す」と本番に向けての準備は万端のようでした。

剣
北
きたむら

村崇
そう

さん（春日聖剣会）

道全国大会出場
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対
象　

小
・
中
学
生
ま
た
は
親
子

日
時　

８
月
10
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

内
容　

▽
茶
道
▽
よ
せ
植
え
▽
デ
コ
パ
ー

ジ
ュ
で
ペ
ン
ケ
ー
ス
づ
く
り
▽

ビ
ー
ズ
▽
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
▽
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
づ
く
り
▽
も
こ

も
こ
青
虫
づ
く
り
▽
く
る
く
る

レ
イ
ン
ボ
ー
▽
竹
細
工
な
ど

参
加
費　

一
人
１
０
０
〜
５
０
０
円

（
材
料
費
）

申
込
方
法　

７
月
15
日
㈫
〜
25
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

伝
え
る（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

開
催
し
ま
す 

平
和
祈
念
展

　

県
が
所
蔵
す
る
太
平
洋
戦
争
に
関
す

る
資
料
や
、戦
時
下
の
生
活
を
伝
え
る

も
の
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

市
は
、昭
和
60
年
に「
非
核
平
和
都
市

宣
言
」を
行
い
、核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、家
族
で
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
19
日
㈯
〜
27
日
㈰（
月
曜

は
休
館
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

戦
時
資
料
・
遺
品
の
展
示
、原
爆

被
爆
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

筑
紫
地
区 

８
・
６
平
和
の
つ
ど
い

　

子
ど
も
た
ち
が
、劇
や
歌
を
通
じ
て

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

８
月
６
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

（
受
付
午
後
６
時
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
地
区
８
・
６
平

和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

1（
５
８
１
）１
０
３
７

5（
５
８
１
）１
６
０
３

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

２
０
０
８
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　
「
自
然
に
遊
び
、自
然
に
学
ぼ
う
」を

テ
ー
マ
に
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第

１
団
の
協
力
の
も
と
、一
緒
に
野
外
料

理
や
野
営
工
作
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
校
５
年
生
〜
中
学
生

日
程　

８
月
17
日
㈰
〜
18
日
㈪（
一
泊

二
日
）

※　

８
月
８
日
㈮
に
事
前
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
９
時
30
分
・
市

民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

（
大
谷
６
ー
28
）

活
動
場
所　

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
連

盟
脇
山
野
営
場（
福
岡
市
早
良

区
脇わ

き
や
ま山
１
７
８
０
ー
２
）

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

21
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

８
月
５
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、学
校
名
、学
年
、生
年
月

日
、電
話
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
議「
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」係（
〒
816
ー

０
８
３
１
大
谷
６
ー
24
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

※　

火
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

1（
５
８
４
）３
３
６
６（　

２
３
４
）

5（
５
７
５
）０
７
６
８

筑
紫
地
区
日
中
友
好
協
会 

第
９
回
中
国
シ
ネ
フ
ェ
ス
タ

　

日
中
友
好
35
周
年
記
念
作
品「
鳳ほ
う
お
う凰

わ
が
愛
」を
上
映
し
ま
す
。

期
日　

７
月
26
日
㈯

上
映
時
間　

▽
午
前
10
時
30
分
▽
午
後

０
時
50
分
▽
午
後
３
時
10
分
▽

午
後
５
時
30
分

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

入
場
料　

前
売
５
０
０
円（
当
日
７
０ 

０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局

1
０
９
０（
９
５
６
３
）５
６
６
６

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地 

基
地
夏
祭
り

日
時　

７
月
25
日
㈮（
雨
天
の
場
合
は

28
日
㈪
）

　
　
　

午
後
５
時
〜
９
時

場
所　

同
基
地（
原
町
３
ー
１
ー
１
）

内
容　

盆
踊
り
や
模
擬
売
店
な
ど

※　

駐
車
場
が
な
い
た
め
、公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
基
地
広
報
班

1（
５
８
１
）４
０
３
１（

３
１
５
０
）

K A S U G A         C I T Y11
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春
日
イ
ー
グ
ル
ス 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

○
一
般
成
人
向
け
の
教
室

対
象　

市
内
ま
た
は
近
郊
に
居
住
す

る
成
人（
初
心
者
）

練
習
日
時　

８
月
１
日
〜
平
成
21
年

３
月
末
の
毎
週
金
曜
日（
月

４
回
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
大
谷

６
ー
28
）

受
講
料　

月
額
２
，０
０
０
円

定
員　

20
人

○
小
・
中
学
生
向
け
の
教
室

練
習
日
・
場
所
・
時
間　

▽
毎
週
火
曜
日　

春
日
原
小
学
校 

（
春
日
原
南
町
４
ー
37
ー
１
）午
後

５
時
〜
７
時

▽
毎
週
水
曜
日　

白
水
小
学
校（
白

水
ヶ
丘
１
ー
１
０
０
）午
後
７
時

〜
９
時

▽
毎
週
木
曜
日　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
大
谷
６
ー
28
）午
後
５

時
〜
７
時

▽
毎
週
金
曜
日　

須
玖
小
学
校（
須

玖
南
２
ー
71
）午
後
５
時
〜
７
時

▽
毎
週
土
曜
日　

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム（
大
谷
６
ー
28
）午
後
１
時
〜
３

時
・
天
神
山
小
学
校（
天
神
山
６
ー

39
）午
後
４
時
〜
６
時

受
講
料　

月
額
３
，５
０
０
円（
別

途
、入
会
金
や
保
険
料
な
ど

が
必
要
）

申
込
方
法　

電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

1（
５
９
５
）５
１
９
７（
5
兼
用
）

eagles@
ac.csf.ne.jp

第
 21
回
春
日
市
あ
ん
ど
ん
祭
り 

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
17
日
㈰（
雨
天
時
は
24
日

㈰
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

　
　
　
（
受
付　

午
前
８
時
30
分
〜
）　 

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

※　

第
３
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
級
、Ｂ

級
、シ
ニ
ア
）

※　

Ａ
級
と
Ｂ
級
は
自
己
申
告
、シ
ニ

ア
は
男
性
60
歳
以
上
と
女
性
50
歳
以

上
の
ペ
ア
と
し
ま
す
。な
お
、組
み
合

わ
せ
は
当
日
発
表
し
ま
す（
参
加
者

数
に
よ
っ
て
種
目
変
更
あ
り
）。

参
加
費（
一
人
あ
た
り
）

▽
春
日
市
テ
ニ
ス
協
会
会
員　

１
，

０
０
０
円

▽
一
般　

１
，５
０
０
円

申
込
方
法　

８
月
７
日
㈭
ま
で
に
、往

復
ハ
ガ
キ
に
本
人
と
ペ
ア
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、協

会
会
員
は
所
属
ク
ラ
ブ
名
、優

勝
経
験（
優
勝
年
度
）を
書
い
て

送
る

申
込
先　

同
大
会
係　

石い
し
い井
親よ
し
て
る輝

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
２
ー

62
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
会
係　

福ふ
く
し
ま嶋

1（
５
８
６
）０
６
４
８（
5
兼
用
）

介
護
予
防
事
業 

介
護
予
防
運
動
ス
タ
ジ
オ

　

や
や
体
力
に
自
信
の
な
い
65
歳
以
上

の
人
の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。

　
「
高
齢
だ
か
ら
」と
あ
き
ら
め
な
い

で
、仲
間
と
一
緒
に
、楽
し
く
運
動
を
始

め
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容　

▽
８
月
４
日
㈪
・
11
日
㈪

　

筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
８
月
18
日
㈪
・
25
日
㈪

リ
ズ
ム
体
操
、ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

１
回
２
５
０
円

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
徳
洲
会
病
院 

健
康
教
室

　

入
院
患
者
に
限
ら
ず
、誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。受
講
は
無
料
で
、申
し
込
み

も
不
要
で
す
。

期
日
・
演
題

▽
７
月
18
日
㈮　

家
庭
で
防
ぐ
食
中
毒

▽
７
月
25
日
㈮　

夏
に
気
を
つ
け
た
い

感
染
症

時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

同
病
院
セ
ン
タ
ー
６
階
講
堂

（
須
玖
北
４
ー
５
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1（
５
７
３
）６
６
２
２

5（
５
７
２
）０
６
３
３

予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う 

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症（
Ｏオ
ー

１
５
７
な
ど
）は
、毎
年
５
〜
６
月
ご
ろ

か
ら
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、８
〜
９
月

ご
ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
守
っ
て
感
染
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

▽
食
品
の
保
存
・
運
搬
・
調
理
の
際
は
、

衛
生
的
に
取
り
扱
う
。

▽
調
理
し
た
食
品
は
、速
や
か
に
食
べ
、

保
存
は
低
温
で
行
い
、細
菌
が
増
殖

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

▽
食
品
を
扱
う
場
合
は
、手
や
調
理
器

具
を
流
水
で
充
分
に
洗
う
。

▽
生
の
肉
が
触
れ
た
ま
な
板
・
食
器
・
箸は

し

な
ど
は
熱
湯
で
消
毒
し
、手
も
洗
う
。

▽
井
戸
水
や
受
水
槽
の
衛
生
管
理
に
注

意
す
る
。

▽
手
洗
い
を
徹
底
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
対
策
課
感
染
症
係

1（
５
１
３
）５
５
８
４

5（
５
１
３
）５
５
９
８

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の 

健
康
教
室

　

人
工
肛
門
や
人
工
膀ぼ
う
こ
う胱
を
つ
け
て
い

る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
、そ
の
家
族
の
た

め
の
健
康
教
室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

７
月
27
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
７
号

研
修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

演
題　
「
ス
ト
ー
マ
管
理　

全
般
」

講
師　

高た
か
ぎ
よ
し
え

木
良
重
さ
ん（
Ｗ
Ｏ
Ｃ
認
定

看
護
師
）

問
い
合
わ
せ
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
福
岡
県
支
部　

牛う
し
じ
ま島

1
０
９
０（
６
８
９
２
）８
０
３
８

エコ箸（竹塗り箸、竹割り箸）運動実施中



知
っ
て
い
ま
す
か 

自
動
車
事
故
被
害
者
援
護
制
度

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
で
は
、自
動
車
事
故
の
被
害
者
援
護

の
た
め
に
、次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
交
通
遺
児
な
ど
へ
の
貸
し
付
け　

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は

重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人
の
子

ど
も
に
対
し
て
、無
利
子
で
育
成
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

貸
付
金
額　

▽
初
回
一
時
金　

15
万
５
，０
０
０

円
▽
貸
付
期
間
中　

月
額
２
万
円

貸
付
期
間　

貸
付
決
定
の
月
〜
中
学

校
卒
業
の
月

○
介
護
科
の
支
給

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
脳
、脊
髄
、

胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、重
度
の
後
遺

障
害
が
残
り
、常
時
ま
た
は
随
時
介
護

が
必
要
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

人
に
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
金
額　

月
額
２
万
９
，２
９
０

円
〜
13
万
６
，８
８
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
機
構
福
岡

主
管
支
所

1（
４
５
１
）７
７
５
１

福
祉
の
職
場 

合
同
就
職
面
談
会

　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職
希
望

者
や
、来
春
卒
業
予
定
者
の
た
め
の
無

料
面
談
会
で
す
。

日
時　

８
月
１
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
受
付　

午
前
10
時
〜
午
後
３

時
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

※　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

内
容　

▽
福
祉
施
設
な
ど
と
求
職
者
の

面
談
▽
福
祉
関
係
資
格
相
談
▽

求
職
相
談
▽
母
子
家
庭
な
ど
求

職
相
談
▽
授
産
施
設（
Ｓ
Ｅ
Ｌ

Ｐ
）商
品
の
展
示
販
売

託
児　

生
後
５
カ
月
〜
就
学
前（
７
月

18
日
㈮
ま
で
に
要
申
込
）

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
社
会

福
祉
協
議
会
人
材
・
情
報
課

1（
５
８
４
）３
３
１
０

5（
５
８
４
）３
３
１
９

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら 

速
や
か
に
届
け
出
を

　

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、市
健
康
課（
昇

町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

に
、で
き
る
だ
け
早
く
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

母
子
健
康
手
帳
や
妊
婦
健
診
受
診
票

兼
補
助
券
の
交
付
、保
健
師
な
ど
に
よ

る
相
談
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
悩
み
も
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
福

　

祉
課
高
齢
者
・
児
童
家
庭
係

　

1（
５
１
３
）５
６
２
６

　

5（
５
１
３
）５
５
９
８

地
域
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
支
援
事
業

　

福
岡
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、県
の
委
託
事
業
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま

な
就
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
働
き
方

「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ（
ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
ホ
ー

ム
オ
フ
ィ
ス
）」の
紹
介
と
地
域
で
情
報

交
換
や
提
携
す
る
仲
間
づ
く
り
の
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
６
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

1（
７
８
１
）２
０
１
１

5（
７
８
１
）２
０
９
９

※　現在、日本で消費される割り箸のほとんどが中国か
らの輸入によるものです。中国では、割り箸を作るため
に、木を山ごと伐採しているため、森林の減少のほか、
黄砂など深刻な環境問題になっています。

　　木が成長するには30年〜50年かかりますが、竹は3
年〜4年で成長し、自生するため植林の必要もありま
せん。

　春日市商工会・春日市料飲組合では地球温暖化防止と
環境保護、食の安心・安全のためのエコ箸

ばし

運動に取り組ん
でいます。
　現在、料飲組合の加盟店では、店で使用している割り箸

ばし

を、洗って何度も繰り返し使える九州産のエコ箸に変え
る取り組みを行っています。このエコ箸は、使用後回収
し、窯

かま

で焼いてリサイクル竹炭にした後、微生物をつけて
食品廃棄物から作るたい肥に配合して土に戻すほか、水
質浄化や消臭除湿剤など、幅広く活用されます。
　環境にやさしい「エコ箸」への転換の取り組みに、皆さ
んもご協力お願いします。
　なお、この運動に賛同し、商工会または料飲組合に加盟
してもらえる店舗を募集中です。
問い合わせ先　春日市商工会事務局
　　1(581)1407　5(575)0702

春日市商工会・春日市料飲組合

エコ箸（竹塗り箸、竹割り箸）運動実施中

竹の育成

間伐

箸生産竹箸→竹炭

箸回収 箸使用

リサイクル

土に戻す
完全循環
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春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー 

市
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
連
携
事
業

○
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
体
験
館

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
に
つ

い
て
、体
験
を
通
し
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　

パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
し
て
い
る
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者

日
時　

７
月
31
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

一
人
３
０
０
円

定
員　

親
子
６
組

申
込
期
限　

７
月
28
日
㈪

○
今
日
は
私
が
料
理
長（
伝
統
食
作
り

体
験
）

　

お
に
ぎ
り
と
だ
ご
汁
を
作
り
な
が

ら
、環
境
問
題
と
自
分
と
の
つ
な
が

り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生

日
時　

８
月
５
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

参
加
費　

７
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

定
員　

10
人

申
込
期
限　

８
月
２
日
㈯

○
子
ど
も
昔
あ
そ
び
塾

　

コ
マ
回
し
、け
ん
玉
遊
び
、お
手
玉

な
ど
の
昔
遊
び
を
し
て
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

対
象　

小
学
生（
親
子
で
の
参
加
可
）

日
時　

８
月
23
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

申
込
期
限　

８
月
22
日
㈮

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、希
望
イ
ベ
ン
ト
名
を

伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー
「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー

０
８
６
４
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

受
講
者
募
集 

福
岡
県
防
災
士
養
成
講
座

　

県
と
福
岡
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
会
に
よ
る
養
成
講
座
で
す
。

対
象　

福
岡
県
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学

し
、全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

※　

研
修
最
終
日
に
行
う
防
災
士
資
格

試
験
の
受
験
と「
福
岡
県
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」へ
の
名
簿
登
録

を
受
講
の
条
件
と
し
ま
す
。

日
程　

９
月
５
日
㈮
〜
７
日
㈰（
計
３

日
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

無
料

※　

交
通
費
や
防
災
士
試
験
の
受
験
料

３
，０
０
０
円
、防
災
士
登
録
料
５
，

０
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。

定
員　

60
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
間　

７
月
15
日
㈫
〜
８
月
４
日

㈪

※　

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
福
祉

労
働
部
福
祉
総
務
課

1（
６
４
３
）３
２
４
４

5（
６
４
３
）３
２
４
５

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業 

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
の
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

内
容　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
講
習

対
象　

60
歳
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人

※　

就
業
中
の
人
や
、過
去
１
年
間
に

同
連
合
会
主
催
の
講
習
を
受
講
し
た

人
を
除
き
ま
す
。

日
時　

８
月
20
日
㈬
〜
29
日
㈮（
土
・
日

曜
日
を
除
く
、計
８
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

専
門
学
校
麻
生
工
科
自
動
車
大

学
校（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
ひ
え

比
恵

２
ー
８
ー
28
）

定
員　

25
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

８
月
６
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、市
福
祉
計
画
課
に
あ
る
申

込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

1（
４
１
４
）０
２
８
７

5（
４
１
４
）０
２
９
７

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

各
種
相
談

　

専
門
の
医
師
が
、無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
精
神
保
健
福
祉
相
談

期
日　

毎
週
水
曜
日

相
談
内
容　

▽
心
の
悩
み
、不
眠
、不

安
、気
に
な
る
行
動
▽
精
神

科
の
治
療
を
中
断
し
て
い

る
▽
退
院
後
の
不
安
な
ど

○
ア
ル
コ
ー
ル
相
談

期
日　

毎
月
第
４
火
曜
日

相
談
内
容　

ア
ル
コ
ー
ル
を
や
め
た

い
、や
め
さ
せ
た
い
な
ど

○
思
春
期
相
談

期
日　

毎
月
第
１
月
曜
日

相
談
内
容　

▽
学
校
を
長
く
休
ん
で

い
る
▽
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
▽
集
団
生
活
が
つ

ら
い
な
ど

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時

申
込
方
法　

電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
保

健
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

1（
５
１
３
）５
５
８
５

5（
５
１
３
）５
５
９
８

親
子
で
楽
し
む 

朝
ご
は
ん
コ
ン
ク
ー
ル

　
「
ご
は
ん
」を
使
っ
て
親
子
で
手
軽
に

作
れ
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
朝
食

メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
、最
優
秀
作
品
と

各
部
門
の
優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

ま
た
、表
彰
受
賞
者
と
応
募
者
の
中
か

ら
抽
選
で
、福
岡
県
産
ブ
ラ
ン
ド
農
林

水
産
物
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
下
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

部
門　

▽
未
就
学
児
童
・
小
学
校
３
年

生
以
下
の
部
▽
小
学
校
４
年
生

以
上
・
中
学
生
の
部
▽
高
校
生

以
上
の
部

募
集
期
間　

７
月
22
日
㈫
〜
９
月
10
日

㈬

※　

応
募
用
紙
は
、市
町
村
、県
出
先
機

関
な
ど
で
配
布
す
る
ほ
か
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
農
林
水
産
部

水
田
農
業
振
興
課

1（
６
４
３
）３
４
７
２

5（
６
４
３
）３
４
７
７

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp



　暑い日が続くとついつい増えるのが水の使用。しかし、私たちが使
える水は地球全体の水のわずか0.8％と限りがあります。また、意外
ですが、水の供給にも二酸化炭素（CO ２）が排出されます。
　節水で財布と地球に優しいエコライフに取り組みましょう。

節水術の例
（市内の4人家族が1カ月で水を2万4,000リットル使用した場合）
○歯みがき　

流水からコップに溜めた水に切り替えることで1回5リットル節水
（1カ月で約823円節約・CO ２排出量約1,044g削減）

○食器洗い　
洗う前に油汚れを古布や古新聞紙で拭きとったり、ほかの食器と
一緒にため洗いを行ったりすることで1日80リットル節水（1カ月
で約1,097円節約・CO ２排出量約1,392g削減）

○風呂　
入浴後の残り湯を洗濯や散水、洗車に使うことで1日90リットル
の節水（1カ月で約1,234円節約・CO ２排出量約1,566g削減）

　そのほか、洗濯機やトイレ、シャワーヘッドを節水タイプに切り替
えることも有効な節水手段です。
　毎回の使用量と金額をひかえておくと長続きしやすくなります。
　無理なく持続できるエコライフを始めましょう。

厚
生
労
働
省
主
催 

慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
、フ
ィ
リ
ピ
ン

で
の
戦
没
者
の
遺
族
を
対
象
に
、慰
霊

巡
拝
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
没
者
の
配

偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除
く
）、

父
母
、子
、兄
弟
姉
妹

日
程　

11
月
12
日
㈬
〜
21
日
㈮（
10
日

間
）

定
員　

70
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
方
法　

７
月
25
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

日
本
遺
族
会
主
催 

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

同
遺
族
会
で
は
、中
国
で
の
慰
霊
追

悼
と
、現
地
の
人
た
ち
と
の
友
好
親
善

を
深
め
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

対
象　

中
国
で
の
戦
没
者
の
遺
児
で
、

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
が
な

い
人

日
程　

９
月
18
日
㈭
〜
26
日
㈮（
９
日

間
）

集
合
場
所　

東
京
都

参
加
費　

10
万
円

※　

別
途
、集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

な
ど
が
必
要
で
す
。

定
員　

75
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
方
法　

７
月
31
日
㈭
ま
で
に
、電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
遺
族

連
合
会

1（
７
６
１
）０
０
１
２

5（
７
８
１
）２
０
５
６

小
説
募
集 

第
 40
回
九
州
芸
術
祭
文
学
賞

　

優
れ
た
作
品
、埋
も
れ
た
人
材
を
発

掘
・
育
成
し
、九
州
・
沖
縄
全
域
の
文
学

活
動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
賞
で
す
。

対
象　

九
州（
沖
縄
を
含
む
）に
居
住
す

る
人

規
格　

未
発
表
の
作
品
で
、４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
55
〜
60
枚（
パ

ソ
コ
ン
の
場
合
は
縦
書
き
、Ａ

４
判（
横
）で
１
枚
20
字
詰
め
20

行
、原
稿
に
ペ
ー
ジ
数
を
入
れ

る
）

作
品
選
考

▽
地
区
選
考

九
州
各
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
の

10
地
区
に
分
け
、地
区
優
秀
作
・
次
席

各
１
編
を
選
ぶ

▽
最
終
選
考

10
地
区
の
優
秀
作
か
ら
最
優
秀
作
１

編
を
選
ぶ

選
考
委
員　

五い
つ
き木
寛ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん（
作
家
）ら

賞
金
な
ど

▽
最
優
秀
作　

文
藝
春
秋
発
行「
文
學

界
」掲
載
、30
万
円

▽
地
区
優
秀
作　

５
万
円

▽
次
席　

２
万
円

応
募
期
限　

８
月
31
日
㈰（
必
着
）

応
募
先　

県
新
社
会
推
進
部
県
民
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課「
九
州
芸
術
祭
文

学
賞
作
品
係
」（
福
岡
市
博
多
区

東ひ
が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
九
州
文
化
協
会
事

務
局

1（
７
７
１
）０
１
８
８（
5
兼
用
）

高
齢
者
の
た
め
の 

派
遣
事
業

　

㈳
福
岡
県
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン

タ
ー
で
は
、長
年
の
職
業
経
験
を
通
じ

て
得
た
知
識
や
技
術
を
生
か
し
た
い
と

考
え
る
人（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
）と
、

経
験
豊
か
な
ベ
テ
ラ
ン
が
ほ
し
い
と
考

え
る
企
業
を
つ
な
ぐ
、高
齢
者
の
派
遣

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。登
録
は
無

料
で
す
。

※　

求
人
企
業
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

1（
４
５
１
）８
６
２
１

5（
４
５
１
）８
６
２
３

http://w
w

w
.hatsu-ratsu.com
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ふ
く
お
か﹁
き
ず
な
﹂

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

参
加
団
体
募
集

　

県
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

多
分
野
交
流
や
人
材
開
発
、活
動
促
進

を
目
的
と
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

主
に
県
内
で
活
動
し
て
い
る
営

利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

規
格　

分
科
会
・
セ
ミ
ナ
ー
、イ
ベ
ン
ト

の
形
式
で
自
ら
企
画
し
実
施
で

き
る
も
の

※　

予
算
に
つ
い
て
は
、１
企
画
に
つ

き
５
万
円
を
上
限
に
負
担
し
ま
す
。

日
時　

平
成
21
年
２
月
22
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分（
予
定
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

申
込
方
法　

７
月
22
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、参
加
企
画
書
を
郵
送
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
る

※　

企
画
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
ま
た
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
地

域
福
祉
財
団
振
興
課

1（
５
８
２
）２
３
９
６

5（
５
８
２
）２
４
１
５

http://w
w

w
.fp-kikin.or.jp

会
員
募
集

や
さ
し
い
ヨ
ガ

　

ヨ
ガ
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
。

日
時

▽
毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

▽
毎
週
土
曜
日　

午
前
11
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

受
講
料　

月
額
２
，０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

佐さ
と
う藤

1
０
９
０（
１
１
６
９
）８
８
６
６

5（
５
７
２
）８
７
８
８

協
力
し
て
く
だ
さ
い

各
種
統
計
調
査

○
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

　

厚
生
労
働
省
と
県
に
よ
る
、労
働

者
の
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
変
化

に
つ
い
て
の
調
査
で
す
。

　

８
月
〜
９
月
に
、調
査
区
の
各
事

業
所
に
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
。

調
査
地
区　

▽
下
白
水
北
１
丁
目

▽
昇
町
２
丁
目
▽
須
玖
南

５
〜
８
丁
目

○
労
働
力
調
査

　

総
務
省
と
県
に
よ
る
、失
業
率
や

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
世
帯
に
県
知
事
が
任
命

し
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

※　

い
ず
れ
も
調
査
内
容
や
調
査
票
は

厳
重
に
管
理
し
、統
計
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
調
査
統
計
課

1（
６
４
３
）３
１
８
７

5（
６
４
３
）３
１
９
２　

バ
ス
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペー
ン

　

㈳
日
本
バ
ス
協
会
で
は
、７
月
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
と
し
て
、車
内
事

故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
ス
乗
車
中
は
、次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

▽
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、転
倒
な

ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。降
り
る
と
き
は
、バ
ス
が
完
全

に
止
ま
っ
て
か
ら
席
を
立
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る

場
合
が
あ
る
た
め
、席
に
座
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、つ
り
革
や
、握

り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
道
路
交
通
法
の
改
正
で
、６
月
１
日

か
ら
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。バ
ス

乗
車
中
に
も
適
用
さ
れ
る
の
で
、必

ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

1（
４
３
１
）５
２
６
３

5（
４
５
２
）３
７
６
１

販売場所　▷市役所１階市民課▷いきいきプラザ（昇町
1ｰ120）▷市民図書館（大谷6ｰ24ふれあい文化セン
ター内）▷奴国の丘歴史資料館（岡本3ｰ57）▷須玖児
童センター（須玖南2ｰ120）

販売額　1台600円（複数購入可）
○郵送販売もしています
　販売額（チョロＱ代、郵送・梱

こんぽう

包代）
　▷1台　850円　▷2台　1,450円　▷3台　2,050円

▷4台　2,750円　▷5台　3,350円　▷6台　4,050円
※　1回の梱包に6台まで入れることができます。7台

以上の金額は問い合わせてください。
購入方法　申込用紙と、購入を希望する台数分の販売

金額代金（定額小為替）を同封して郵送する
※　申込用紙は、市ホームページ（ http://www.city.

kasuga.fukuoka.jp）から印刷することができます。
注意点
▷返品は受け付けません。
▷不良品については、送付した状態のまま送り返して

ください。到着後、代わりの商品に返送分郵便料を添
えて、再度郵送します。

▷商品の発送には、数日かかることがあります。
申込・問い合わせ先　都市計画課（〒816ｰ8501春日市役

所）
1（584）1111
5（584）1143

コミュニティバス
「やよい」
コミュニティバス
「やよい」

限定1,000個販売中限定1,000個販売中限定1,000個販売中限定1,000個販売中限定1,000個販売中
チョロ
限定1,000個販売中限定1,000個販売中限定1,000個販売中限定1,000個販売中限定1,000個販売中限定1,000個販売中



春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団 

職
員（
公
務
員
）採
用
試
験

試
験
区
分　

一
般
事
務（
身
体
障
害
者
）

受
験
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
人

▽
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

▽
自
力
で
通
勤
で
き
、介
護
者
な
し
に

一
般
事
務
職
と
し
て
の
職
務
の
遂
行

が
可
能
な
人

▽
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
お
よ
び
口

頭
に
よ
る
面
接
に
対
応
で
き
る
人

採
用
予
定
人
数　

１
人

一
次
試
験
日　

９
月
21
日
㈰

一
次
試
験
会
場　

福
岡
経
済
大
学（
太

宰
府
市
五ご

じ
ょ
う条
３
ー
11
ー
25
）

申
込
方
法　

７
月
22
日
㈫
〜
８
月
15
日

㈮
に
、申
込
書
を
提
出
す
る（
郵

送
可
）

※　

試
験
案
内
と
申
込
書
は
、同
企
業

団
総
務
課
ま
た
は
那
珂
川
出
張
所 

（
那
珂
川
町
役
場
内
）に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、案
内
・
申
込
書
は
郵
送
で
請

求
す
る
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
企
業
団
総

務
課（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町

２
ー
30
ー
２
）

1（
５
７
１
）７
０
０
１

5（
５
７
４
）４
９
６
０

http://w
w

w
.kasuga-nakagaw

a 
-suido.or.jp

福
岡
県
職
員　

民
間
企
業
等 

職
務
経
験
者
採
用
試
験

受
験
資
格　

昭
和
48
年
４
月
２
日
〜
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
、

民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務
経
験

が
５
年
以
上
あ
る
人（
平
成
20

年
６
月
末
日
現
在
）

申
込
期
間　

７
月
22
日
㈫
〜
８
月
１
日

㈮（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受

付
は
７
月
29
日
㈫
ま
で
）

一
次
試
験
予
定
日　

９
月
７
日
㈰

試
験
案
内
・
申
込
書
請
求
方
法　

次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
請
求
す
る

▽
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る

▽
返
信
用
封
筒（
角
形
２
号
、１
４
０
円

切
手
を
は
り
、あ
て
先
を
明
記
）を
同

封
し
た
封
筒
に
、「
民
間
企
業
等
職
務

経
験
者
採
用
試
験
請
求
」と
朱
書
き

し
、郵
送
す
る

※　

県
庁
、県
総
合
庁
舎
な
ど
で
も
配

布
し
ま
す
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

（
〒
812
ー
８
５
７
７
福
岡
市 

博
多
区
東ひ
が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）

1（
６
４
３
）３
９
５
６

5（
６
４
３
）３
９
６
０

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp

狩
猟
に
は
免
許
が
必
要
で
す 

平
成

 20
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　

県
は
、平
成
20
年
度
狩
猟
免
許（
網
、

わ
な
猟
、第
１
種
銃
猟
、第
２
種
銃
猟
）

試
験
を
行
い
ま
す
。

試
験
日　

８
月
22
日
㈮

試
験
会
場　

福
岡
西
総
合
庁
舎（
福
岡

市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー
８
ー
８
）

申
込
期
限　

８
月
12
日
㈫

※　

受
験
資
格
や
試
験
案
内
、申
込
方

法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
農
林
事
務
所
総

務
課

1（
７
３
５
）６
１
２
１

5（
７
１
２
）３
４
８
５

参
加
者
募
集 

福
岡
県
再
就
職
支
援
事
業

　

県
は
、中
高
年
求
職
者
を
対
象
に
、再

就
職
成
功
へ
の
実
践
講
座
を
行
い
ま

す
。

　

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、３
カ

月
で
就
職
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
と
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
、お
お
む
ね

35
歳
以
上
60
歳
未
満
の
求
職
者

申
込
期
限　

平
成
21
年
１
月
末（
随
時

受
付
）

※　

説
明
会
を
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜

日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
再
就

職
サ
ポ
ー
ト
事
務
局

1（
４
１
５
）１
７
９
１

5（
４
１
５
）１
７
９
２

住
宅
瑕か

し疵
担
保
履
行
法
の
施
行 

保
険
加
入
な
ど
の
準
備
を
忘
れ
ず
に

　
「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」が
平
成
21

年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、こ
の
日
以
降
に
引
き

渡
す
新
築
住
宅
に
は
、瑕
疵
担
保
責
任

の
履
行
の
た
め
の
、保
険
加
入
か
保
証

金
の
供
託
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

特
に
保
険
は
工
事
中
に
検
査
を
行
う

の
で
、着
工
前
の
申
込
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

建
設
業
者
や
宅
地
建
物
取
引
業
者
の

皆
さ
ん
は
、あ
ら
か
じ
め
準
備
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

保
険
法
人
の
指
定
と
紛
争
処
理
体

制
の
整
備
は
、平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
建
築
都
市
部

住
宅
計
画
課
計
画
係

1（
６
４
３
）３
７
３
２

5（
６
４
３
）３
７
３
７

さ
あ
始
め
よ
う
！ 

中
退
共
で
退
職
金
準
備

　

国
の
制
度
で
あ
る
中
退
共
は
、中
小

企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
退
職
金

制
度
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

掛
け
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど

も
あ
り
、安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
福
岡
支
部

1（
６
３
１
）２
５
５
１

5（
６
５
１
）６
２
８
２

ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
願
い 

警
察
官
が
行
う
職
務
質
問

　

福
岡
県
警
察
で
は
、東
京
都
の
秋
葉

原
で
発
生
し
た
死
亡
者
７
人
を
出
す
通

り
魔
事
件
を
受
け
、こ
の
よ
う
な
事
件

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、不
審
者

に
対
す
る
職
務
質
問
と
併
せ
て
、ナ
イ

フ
な
ど
凶
器
の
発
見
と
検
挙
を
徹
底
し

て
行
い
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、警
察
官
が
行
う
職
務
質
問
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
野
警
察
署

1（
９
２
９
）０
１
１
０
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り
ま
す
。

▽
河
川
で
の
遊
泳
・
橋
か
ら
の
飛

び
込
み
は
大
変
危
険
で
す
。
流

れ
が
速
く
、深
み
が
多
く
あ
り
ま

す
。

子
ど
も
の
水
の
事
故

　

子
ど
も
の
水
の
事
故
で
最
も
多

い
の
が
、海
や
川
、池
で
の
水
遊
び

に
よ
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち

は
遊
び
に
熱
中
す
る
ほ
ど
周
囲
の

状
況
が
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

決
し
て
一
人
遊
び
を
さ
せ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

▽
泥
底
の
池
な
ど
で
は
遊
ば
な
い

▽
池
や
川
岸
の
草
の
生
い
茂
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
は
近
寄
ら
な
い

▽
丸
太
や
漂
流
物
の
上
で
は
遊
ば

な
い

▽
波
の
高
い
時
は
岩
場
に
近
寄
ら

な
い

▽
増
水
に
注
意
す
る

▽
保
護
者
や
引
率
者
は
、
子
ど
も

か
ら
目
を
離
さ
な
い

▽
滑
り
に
く
い
履
物
を
履
く

基
本
的
な
注
意
事
項

▽
遊
泳
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
海

水
浴
場
な
ど
以
外
は
、
遊
泳
に
適

さ
な
い
危
険
場
所
と
考
え
て
く
だ

さ
い
。

　

急
に
深
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

や
潮
の
流
れ
が
速
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

▽
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
泳
が
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
の

影
響
に
よ
り
、平
衡
感
覚
が
鈍
っ
て

い
た
り
、正
常
な
判
断
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
た
め
、
普
段
は
泳

げ
る
人
で
も
溺で

き
し死
す
る
こ
と
が
あ

水
の
事
故
に
対
す
る
応
急
手
当

　

お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た

ら
、ま
ず
近
く
に
い
る
人
に
協
力
を

求
め
ま
す
。そ
し
て
１
１
９
番
通
報

を
し
、救
助
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

つ
か
ま
っ
て
浮
く
こ
と
が
で
き

る
も
の
が
あ
れ
ば
、お
ぼ
れ
て
い
る

人
に
向
け
て
投
げ
入
れ
ま
す
。さ
ら

に
、ロ
ー
プ
が
あ
れ
ば
投
げ
渡
し
、

岸
に
引
き
寄
せ
ま
す
。水
中
に
入
っ

て
助
け
に
行
く
と
、着
衣
の
ま
ま
泳

ぐ
こ
と
は
難
し
く
、お
ぼ
れ
て
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
い
る
人
に

抱
き
つ
か
れ
、一
緒
に
お
ぼ
れ
て
し

ま
う
危
険
性
が
高
い
た
め
、う
か
つ

に
救
助
を
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

救
助
は
、資
格
を
持
っ
た
消
防
職

員
や
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
な
ど
の
専

門
家
に
任
せ
る
の
が
原
則
で
す
。

　

反
応（
意
識
）が
な
け
れ
ば
気
道

を
確
保
し
ま
す
。
さ
ら
に
、正
常
な

呼
吸
が
な
け
れ
ば
、心
肺
蘇
生
法
を

行
い
ま
す
。溺で

き
す
い水
事
故
で
は
迅
速
な

心
肺
蘇
生
法
が
重
要
で
す
。水
を
吐

か
す
の
に
時
間
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ファミサポかすが
　5月のどっちも会員・まかせて会員になるための講習会
には15人の参加がありました。講習会では6日間、講師を招
いて子育て支援の参考になる講習を行います（年2回開催
予定）。
講習内容　▷ファミリー・サポート・センターの仕組みと活
動▷気持ちのよいコミュニケーションのために▷子どもの
事故と安全について「救命講習」▷子どもの遊びと遊ばせ方
▷子どもの成長を支えるために〜地域の力を活かす〜▷子
どものからだと健康
今回参加した皆さんの声
○「以前から興味があり、子どもも大きくなったので何かお

手伝いできればと思った」（まかせて会員）
○「平日の時間を有効に使いたかった」（まかせて会員）
○「仕事を退職したので地域でのお手伝いができればと
思った」（まかせて会員）
○「実家が遠いので、急な行事の時に預けたいと思った」
（どっちも会員）
○「市外から引っ越してきたばかりだが、以前住んでいたと
ころでもファミサポを利用していた。今度は都合がつく
時間に託児も可能かなと思って・・」（どっちも会員）

　皆さん、地域での子育て支援に関心があり、ファミサポで
の活動を楽しみにされているようでした。
　次回の講習会は10月の予定です。ぜひ受講しませんか。

申込・問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが 

（すくすくプラザ内）
☎（584）7700　5（584）7739

開設：月〜金曜日　午前 8 時 30 分〜午後 5 時　



悩み／高齢者／子ども／障害者／女性／人権　相談窓口
■悩みの相談
心配ごと相談  ☎（581）7225
毎週水曜日／10時〜15時／
春日市社会福祉センター 4階
不安・悩み電話相談
☎（741）4343 ／ 24時間受付
／福岡いのちの電話

■高齢者のための相談
シルバー 110番
☎（584）3344  5（584）3354
月曜日を除く毎日／受付9時
〜16時／高齢者総合相談セン
ター（クローバープラザ内）

高齢者のあらゆる相談

▽北地域包括支援センター
☎（589）6227  5（589）6228

▽南地域包括支援センター
☎（595）8188  5（595）6069
いずれも8時30分〜17時

■子どもに関する相談
子育て・子どもの悩み相談
☎（584）1015  5（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時
／子育て支援センター家庭児
童相談室（すくすくプラザ内）

子どもの権利110番（電話相談）
☎（752）1331 ／毎週土曜日
／ 12時30分 〜15時30分 ／
天神弁護士センター

■障害者のための相談
聴覚障害者のためのファック
ス悩み相談　5（721）4343
月〜金曜日9時〜18時／土曜日 
9時〜13時／福岡いのちの電話

■女性のための相談
暴力・セクハラの相談 
☎（513）7335 ／月〜金曜日
／10時〜17時／ちくし女性
ホットライン

女性総合相談 ☎（584）1266
月曜日を除く毎日／受付9時
30分 〜16時（ 金 曜 日 は18時
〜20時30分も）／あすばる
相談室（クローバープラザ内）

性犯罪などの電話相談
☎（632）7830 ／月〜金曜日
／ 8時30分〜17時15分／福
岡県警ミズ・リリーフ・ライン

■人権相談
定例人権相談
☎（584）1111 5（584）1153
第1火曜日（6月は第1月曜日）
／10時〜15時／市役所2階市 
民相談室

人権相談
☎（922）2881  5（922）3342
月〜金曜日／ 8時30分〜17
時／福岡法務局筑紫支局

＜広告欄＞

市の人口   6/15現在

◎総人口  109,366人

女 　55,916人

男　 53,450人

◎世帯数  43,778世帯

K A S U G A         C I T Y19



弥生時代の
住居跡

　平成7年に長
ながさき

崎遺跡（上白水南5丁目）の発掘調査で発見された竪穴

式住居跡です。弥生時代中期（約2000年前）の円形住居跡で、直径が約

12mもありました。

　人が入っているところが柱を埋めた穴で、全部で25本分が確認されま

した。当時としては最大級で、特殊

な住居跡とみられます。

　長崎遺跡からは住居跡のほか、

倉庫とみられる堀
ほったてばしら

立柱建物跡や甕
かめ

棺
かん

墓なども多数見つかっています。

（奴国の丘歴史資料館）

　まもなく夏休み。保護者の皆さんにと
っては、子どもの相手をしながら家事に
追われる忙しい時期だと感じる人も多
いのではないでしょうか。
　それでも子どもにとっては学校生活
を離れ、家族で旅行に出掛けたり、友達
の家に毎日のように通ったりと楽しいこ
とづくし。生徒・児童は終業式を今か今
かと待ちわびていることでしょう。
　しかし、毎年夏休み期間中、子どもが
事故や犯罪に巻き込まれたというニュ
ースが後を絶ちません。「自分だけは大
丈夫と思わないこと」。聞き飽きた注意
かもしれませんが、今一度この言葉を
子どもも大人も胸に刻んで楽しい夏休
みを過ごしてほしいものです。
　学校の先生みたいですがもう一点。
二学期の始業式間近に、「宿題どうしよ
う」なんてことがくれぐれもないように
計画的な夏休みを。　　　　　　　ユ

　きゅうりは、水分が95％と多く、カリウムも豊富に
含まれていることから、利尿作用があるといわれて
います。
　また、体にこもった熱を取り除く作用があり、夏バ
テ予防にも最適です。
　今回の料理は、1品足りないときや酒のつまみ、箸

はし

休めにおすすめの料理です。
材料（4人分）
きゅうり･･････････3本

コンソメ･･････････2/3個
ごま油･･････大さじ2/3
塩、こしょう･･････････少々
作り方
①　きゅうりは洗って、縦に皮を2〜3カ所むく。
②　①を半分に切り、種をこそぎ、さらに斜めに2〜

3mmに切る。
③　フライパンにごま油を入れて火にかけ②を炒め

る。

④　コンソメをつぶしたもの、塩、こしょうで味付け
してできあがり。

（春日市食生活改善推進会）

きゅうりを保存する際は冷やし過ぎに注意
　急激な温度変化は、苦みの原因となるほか、ビタミ
ンCを減少させます。
　水分をふき取り、ポリ袋に入れて、密封せずに冷蔵
庫の野菜室で保存しましょう。　

にんじん畑

旬の野菜で健康レシピ
今月の料理

きゅうりの炒め煮
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